
　

介護の体験や困りごとを語り合う�
認知症カフェ

　
　
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、「
明

　
　

日
へ

－

戦
争
は
罪
悪
で
あ
る

－

」
の
上
映
会
（
洞
爺
湖
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
約

1
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
は
、
第
２
次
世
界
大
戦

中
に
反
戦
を
訴
え
続
け
た
僧
侶
の
実

際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
基
に
作
ら
れ
た

作
品
で
す
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た
北

島
良
人
さ
ん
は
、「
戦
争
と
は
何
か
、

大
切
な
も
の
と
は
何
か
を
家
族
で
話

し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
力
強
く
訴
え

ま
し
た
。

のわだい
まち
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二度と戦争をしないために
「明日へ－戦争は罪悪である－」上映会

　
　
じ
り
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
岡
本

　
　
拓
也
院
長
）
に
併
設
す
る
「
み

ん
な
の
カ
フ
ェ
」
で
認
知
症
カ
フ
ェ

が
初
め
て
開
催
さ
れ
、
約
15
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

岡
本
院
長
は
、「
同
じ
経
験
を
持

つ
人
た
ち
が
対
話
を
し
、
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
話
し
、
今

後
も
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
カ
フ
ェ
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
、「
認
知
症
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
話
し
ま

し
て
い
ま
し
た
。

三豊でトドマツ 400 本植樹�
「コープ未来（あした）の森づくり」植樹祭

語り合う参加者たち主催者の話に耳を傾ける観客

植樹を楽しむ家族

ひ

平

洞

園児たちと楽しいふれあい�
芋植え交流会を行う

　
　
成
27
年
に
生
活
協
同
組
合
コ　
　

　
　
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
と
洞
爺
湖
町
が

環
境
保
全
の
た
め
に
森
林
整
備
に
関

す
る
協
定
を
結
ん
で
か
ら
始
ま
っ
た

植
樹
祭
は
５
回
目
と
な
り
、
植
樹
し

た
ト
ド
マ
ツ
は
合
計
10
万
本
に
な
り

ま
し
た
。

　
当
日
は
青
空
の
下
、
会
員
約
70
人

が
三
豊
の
町
有
地
に
ト
ド
マ
ツ
の
苗

4
0
0
本
を
植
樹
。

　
室
蘭
市
か
ら
家
族
で
参
加
し
た
女

の
子
は
「
大
き
な
木
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
期
待
を
込
め
て
植
樹
し
て
い

ま
し
た
。

　
　
植
え
交
流
会
が
、
養
護
老
人
ホ　

　
　
ー
ム
幸
生
園
の
畑
で
、
と
う
や

こ
幼
稚
園
の
園
児
14
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
約
50
平
方
メ
ー
ト
ル
の
畑
に
種
イ

モ
約
80
個
を
植
え
、
秋
の
収
穫
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
ふ
る
里
の
丘
総
合
福

祉
館
内
の
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
ふ
れ

あ
い
広
場
で
、
同
園
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス

の
入
居
者
が
参
加
し
て
交
流
会
が
行

わ
れ
、
お
年
寄
り
た
ち
は
、
園
児
た

ち
の
歌
や
手
遊
び
の
披
露
に
目
を
細

め
て
い
ま
し
た
。

芋

芋植えを行う園児たち

５
17

５
25

５
25

５
30
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　

和
元
年
度
洞
爺
湖
町
少
年
の
主

　
　
張
大
会
（
洞
爺
湖
町
青
少
年
健

全
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
）
が
役
場

防
災
研
修
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
自

ら
の
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
最
優
秀
賞
に
は
「
自
分
自
身
変
わ

れ
る
人
」
と
題
し
、
発
表
し
た
髙
橋

佑
輔
さ
ん
（
洞
中
３
年
）
が
受
賞
。

　

そ
の
他
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
。
▽
優
秀
賞　

二
瓶
理
桜
さ
ん

（
洞
中
３
年
）・佐
藤
裕
也
さ
ん
（
同
）

▽
優
良
賞　
吉
田
遼
夏
さ
ん
（
虻
中

３
年
）・
塙
さ
く
ら
さ
ん
（
虻
中
２

年
）・
氏
本
凛
さ
ん
（
同
）

洞爺湖町少年の主張大会�
髙橋さん（洞中）が最優勝受賞

　
　
田
地
区
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ

　
　
る
国
道
37
号
の
歩
道
を
綺
麗
に

し
よ
う
と
、
沿
線
住
民
や
地
元
企

業
、
役
場
職
員
、
延
べ
約
1
0
0

人
が
参
加
し
、
雑
草
除
去
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　
町
に
住
ん
で
る
人
も
、
町
を
訪
れ

る
人
も
気
持
ち
よ
く
感
じ
ら
れ
、
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
に

と
昨
年
か
ら
実
施
。

　
２
日
間
と
も
午
前
７
時
か
ら
、
草

取
り
用
の
鎌
や
ス
コ
ッ
プ
を
使
い
、

縁
石
の
隙
間
や
電
柱
の
根
元
に
生
え

た
雑
草
を
取
り
除
き
ま
し
た
。

まちの歩道をきれいに
雑草除去ボランティア

　
　
然
へ
の
理
解
や
防
災
意
識
を
は　

　
　

ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
緑
は
ど
う
な
っ
た
？
」
授
業
が
小

有
珠
川
遊
砂
地
周
辺
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校
の
児
童
36
人

の
ほ
か
行
政
関
係
者
や
砂
防
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
総
勢
50
人
が
参
加
。

　
児
童
た
ち
は
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ト
チ

ノ
キ
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
10
種

類
の
苗
木
を
合
計
60
本
、
北
海
道
科

学
技
術
大
学
岡
村
俊
邦
名
誉
教
授
た

ち
の
指
導
を
受
け
て
、
直
径
３
㍍
ほ

ど
の
サ
ー
ク
ル
に
植
樹
し
ま
し
た
。

洞爺湖温泉に 10種類の苗木植樹
「緑はどうなった？」授業

　
　
に
彩
り
を
添
え
る
ハ
ン
ギ
ン
グ

　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
製
作
を
５
月
28

日
、
入
江
緑
化
ハ
ウ
ス
で
行
い
ま
し

た
。
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
と

は
、
草
花
な
ど
を
植
え
た
釣
り
鉢
の

こ
と
で
、
主
に
街
路
灯
な
ど
に
吊
り

下
げ
ま
す
。

　
今
回
は
、
球
根
ベ
ゴ
ニ
ア
パ
タ
ー

ン
や
モ
モ
イ
ロ
ト
イ
キ
パ
タ
ー
ン
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
花
を
組
み
合
わ
せ
、

56
基
制
作
し
ま
し
た
。

　
作
り
上
げ
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
洞
爺

湖
温
泉
や
Ｊ
Ｒ
洞
爺
駅
前
な
ど
28
カ

所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

洞爺湖すみれの会
ハンキングバスケットを設置

ハンギングバスケットを製作するすみれの会

自分自身の経験を話す髙橋さん

露崎先生のガイドを真剣に聞く参加者たち

虻

自

令

６
11

街

念入りに雑草を除去する参加者

６
７

６
12

５
30

5
31・


